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2

安全にご使用頂く為に

・取扱説明書は、本製品のご使用前に必ずお読みください。 

  ・取扱説明書は、いつでもご覧頂けます様取り出しやすい場所に保管してください。 

  ・本取扱説明書に記した内容は、予告なしに変更する事があります。 

  ・部品交換について 

    品質向上のため、製品改良は頻繁に行われます。従って、同一の部品を提供出来ない場合があります。 

この場合、代替えの部品または製品を提供させて頂くこともあります。 

！警告(指示を守らないと死亡または重傷を負う可能性を示します。)

・取付の際には、周辺装置が動かない状態を確認して行ってください。 

 また、高所作業が予想される場合は、安全事項を厳守されて取付を行ってください。 

・配線・配置・運搬を実施する際には、必ず操作電源を遮断した後に行ってください。 

「感電やけがの恐れ及び短絡などによる製品の破損の原因となります。」 

・配線は配線作業ができる図面等を確認の上、正しく行ってください。 

・製品の分解は、絶対にしないでください。 

「感電の恐れがあります。」 

・爆発性雰囲気では、通電中にカバーを開けないでください。 

「けがの恐れ及び製品の破損の原因となります。」 

・保管する上で直接日光が当たる場所、雨や水滴のかかる場所、有害なガスや液体のある 

場所等の悪環境下での保管はしないでください。 

！注意(指示を守らないと軽傷または中程度の傷害を負う可能性を示します。 

       または、物的損害のみを負う可能性も示します。) 

・本来の使用目的から外れた使用はしないでください。 

・必ず製品仕様書をご確認の上、製品仕様内でご使用ください。 

 「温度、操作電圧、周波数などの設置環境」 

・通電前には、配線に誤りがないことをご確認ください。 

・落下や強い衝撃を与えない様にしてください。 

 「製品の破損の原因となります。」 

・必要とされる端子（アース端子等）は、必ず配線してください。 

・電気溶接を製品の近くで行う際は、配線を全て外してから実施ください。 

・リード線は、無理に曲げたり、引っ張ったり、必要以上に長い線を使用しないでください。    

・カバー及びリード引出口等は粉塵や雨水などが入らないよう確実に締め付けてください。 

・腐食性雰囲気(ＮＨ３，ＳＯ２，Ｃｌ２等)では使用しないでください。 

！重要(お客様の手助けとなる情報や注意事項を示します。)

保証について 

・製品の保証期間は、弊社出荷後１年間とします。 

・本製品の使用によって発生した製品以外の損害については、保証の対象外とさせて頂きます。 

・下記の場合による故障や不具合は、保証の対象外とさせて頂きます。 

本取扱説明書に期された内容に従わなかった場合。 

弊社以外の人が修理、改造を行った場合 

  弊社が定めた仕様範囲外での保管、取付、使用、点検、保守の場合 

  弊社製品以外の周辺機器、周辺装置などに起因する場合。 

  火災、地震、風水害、落雷、騒動、暴動、放射能汚染、戦争行為、及びその他天災地変 

などの不可抗力的事故による場合。 

  この保証条件は、お客様の法律上の権限を制限するものではありません。 

・納入品の価格には、技術派遣などのサービス費用は含んでおりません。
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・１.概  要 

 本製品は、26GHzパルスレーダ式マイクロ波レベル計「MWLM-PR26」（以下：レベル計）専用の 

メンテナンス機能を持つ調整ユニットです。 

レベル計の上部に取り付けて使用します。 

 本製品を用いて、下記内容を行うことが可能です。 

・ 測定波形の確認／パラメータ設定／セルフテスト／リセット／電流出力テスト 

・２.取り付け・取外し方法 

・取り付け：レベル計のカバーを外し、レベル計に本製品を乗せ右（LOCK）側に回します。 

・取り外し：本製品を左（OPEN）側に回します。 

・３.ボタン操作 

下記に GRAPHIC COM4 イメージ図とボタン操作一覧を示します。 

第 3-1 図.GRAPHIC COM4 イメージ図 

表 3-1.ボタン操作一覧表 

ボタン メニュー・選択画面時 数値・文字の入力／選択時 波形画面時 

カーソル選択項目の移行 

選択項目の実行 
決定 － 

－ 選択項目の右桁へ移動 Ｘ軸（距離）のスケール変更

カーソルの下移動 

項目選択 

数値変更 

文字入力時のカーソル移動 

Ｙ軸(反射率）のスケール変

更 

上位層へ移行 キャンセル 上位層へ移行 Esc

Ent

LOCK OPEN 
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④

・４.画面説明 
  ・4-1.測定画面 

①：測定値表示 

現在の測定値を表示します。 

測定値の表示は、測定距離（m, ft）、レベル距離（m, ft）、 

レベルパーセント（%）、電流値（mA）の４種類です。 

（注 1） 

②：表示モード 

選択中の測定表示モードを表示します。（注 1） 

③：オートパワーセーブ（APS） 

バックライトの使用を制限しているとき表示されます。 

※任意にバックライトの設定を決めることはできません。 

 供給電力に余裕があるときバックライトが点灯します。 

注 1.表示の設定は「12-1.表示選択」を参照して下さい。 

・4-2.メニュー画面 

①：階層名 

現在表示している階層を表示します。 

②：カーソル 

選択している項目を示します。 

③：階層番号 

現在表示している階層番号を表示します。 

④：選択項目 

選択可能な項目を表示します。 

⑤：下向きカーソル 

選択が可能な項目が画面下にあることを示します。 

日本語 英語 内容 

キョリ Distance レベル計からの距離 

レベルキョリ LevelDistance 底面からの距離 

レベル％ Level％ レベルのパーセント表示 

デンリュウチ Current 出力電流値 

①

③

③

①

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 ▼

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 
APS 

②

②

⑤

第 4-1-1 図．測定画面 

第 4-2-1 図．メニュー画面 
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・4-3.波形画面 

  ①：測定距離 

    現在の測定距離を表示します。 

  ②：Ｙ軸 

    反射レベルを示します。（単位：dB） 

  ③：Ｘ軸 

    距離表示を示します。（単位：mまたは ft） 

       ④：エコーカーブ(EC) 

      現在測定している波形を表示します。 

  ⑤：測定ライン 

    測定距離位置を破線で表示します。 

  ⑥：エコーディテクションカーブ（EDC） 

    エコーディテクションカーブを表示します。 

       反射エコーを検出するための敷居のカーブです。 

   ⑦：タイムウィンドウ（TW） 

           タイムウィンドウを表示します。 

                     反射エコーとして判定してる枠です。 

・4-4.パソコン操作中の画面  

 ①：リモート表示”PC ﾘﾓｰﾄﾁｭｳ” 

レベル計にパソコンが接続されパソコンで操作していると

き、表示されます。 

リモート(パソコン操作)中はボタン操作が無効です。 

 ②：レベル計モード表示 

 現在のレベル計側のモードを表示します。 

   モードの内容下表の通りです。 

表 4-4-1.レベル計モード一覧 

日本語 英語 内容 

テストモード Test mode 電流出力テスト中 

エコーガクシュウチュウ Echo learning エコー学習中 

リセットチュウ During reset リセット中 

シンダンチュウ Diagnosis セルフテスト中 

①

100

dB

200

7035 m

D

0

4.1D= 35.000m

図4-3-1. エコーカーブ画面

③

②

⑤

④

①

100

dB

200

7035 m

D

0

4.1D= 35.000m

図4-3-2. ディテクションカーブ
+EC+TW画面

⑤⑥

④ ⑦

______PC ﾘﾓｰﾄﾁｭｳ_____

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

②

______PC ﾘﾓｰﾄﾁｭｳ_____

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 

第 4-3-1 図.エコーカーブ画面 

第 4-3-2 図.ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ 

      ＋ EC + TW 画面 

第 4-4-1 図.リモート画面 1 

第 4-4-2 図.リモート画面 2 
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4-5.エラー表示 

① ：エラーコード（E****） 

レベル計本体、またはレベル計と調整モジュール間の 

通信に異常が生じた場合、エラーコードを表示します。 

エラーコードは下表の通りです。 

表 4-5-1．エラーコード表 

エラーコード エラー名称 エラー内容 

E8000 SRAM エラー SRAM に異常があるとき 

E4000 EEPROM エラー EEPROM に異常があるとき 

E2000 MIC エラー MIC ユニットに異常があるとき 

E1000 TRIG エラー トリガー信号が無いとき 

E0800 LCD エラー GRAPHIC COM4 に異常があるとき 

E0400 チャージエラー チャージ回路に異常があるとき 

E0200 I2C チェックサムエラー レベル計と GRAPHIC COM4 間の通信に異常があるとき 

E0100 ループカレントエラー 電流値に異常があるとき 

E0080 エコー無し 検出エコーがないとき 

E0010 起動中 起動時に表示される 

E0008 最小測定リミットオーバー 測定距離が最小測定リミット距離以内のとき 

E0004 最大測定リミットオーバー 測定距離が最大測定リミット距離以上のとき 

E0002 100％オーバー 測定距離が 100％以上のとき 

E0001 0％オーバー 測定距離が 0％以下のとき 

S.CPU レベル計無応答 レベル計側の通信が無応答状態のとき 

S.I2C レベル計チェックサムエラー レベル計と GRAPHIC COM4 間の通信に異常があるとき 

※トラブルシューティングは「１５．トラブルシューティング」を参照して下さい。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 
           E1000 ①

第 4-5-1 図.エラー表示 
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・５．各種設定・機能 
  5-1.起動時 

≪初期画面≫ 

≪測定画面≫ 

     測定した距離や％、出力電流値を表示します。 

表 5-1. メニュー一覧 

No. 日本語(カナ) 英語 内容 

1 セッチ セッテイ Identification 

Setting 

タグ、タブ説明、メッセージ、 

設置日の設定 

2 キホン セッテイ Basic Setting アプリケーション、測定レンジスパ

ン、ダンピングの設定 

3 センサー チョウセイ Sensor Adjustment 電流出力、エコー学習、TW 調整の設定

4 グラフ ヒョウジ Graph Display 測定波形の表示 

5 セルフ テスト Self Test セルフテストの実行 

6 リセット Reset リセットの実行 

7 デンリュウシュツリョクテスト Current output test 電流出力テストの実行 

8 HART ツウシン セッテイ HART communication HART 通信の設定 

9 センサージョウホウ Sensor information レベル計情報の表示 

10 ディスプレイ Display 測定表示、言語選択の設定 

11 サービス セッテイ Service サービスパラメータの設定 

日本語 英語 内容 

キョリ Distance レベル計からの距離 

レベルキョリ Level Distance 底面からの距離 

レベル％ Level% レベルのパーセント表示 

デンリュウチ Current 出力電流値 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 ▼ 

GRAPHIC COM4 
REV.＊.＊＊ 

電源を投入すると 

初期画面が表示されます。

Ent ボタンを押すと 

メニュー画面が表示されます。 

《メニュー画面≫ 

各種設定、表示項目は下記の通りです。

Ent × 1 回 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 
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・5-2 設置設定 

     設置設定はレベル計のタグ・タグ説明・設置日を設定することができる項目です。 

・5-2-1.タグ変更 

  最大 16 文字のタグを入力することが出来ます。（デフォルト：SENSOR） 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼ 

ﾀｸﾞ ﾍﾝｺｳ 1.1
SENSOR_ 

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

ﾀｸﾞ ﾍﾝｺｳ 1.1
SENSOR 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_
  !“ # $ % & ’()* +,- . / 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

ﾀｸﾞ ﾍﾝｺｳ 1.1
SENSOR_ 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

設置設定画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘タグ’を 
選択します。 

タグ変更画面が表示
されます。 
『→』ボタンを押す 
ことで、文字を変更 
したい箇所が白黒反転
します。 
変更または追加したい
位置にカーソルを 
あわせます。 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
変更または追加したい 
文字のカーソルを 
決定します。 

→ × 数回

Ent × 1 回 

→ × 数回 及び ＋ × 数回

文字入力枠の
@が白黒点滅します。 
『＋』及び『→』 
ボタンで入力文字を 
選択します。 

ﾀｸﾞ ﾍﾝｺｳ 1.1
SENSOR_ 

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 

  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

入力文字を選択後
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
入力文字を選択後 
文字入力枠の 
白黒反転が消えます。

文字入力枠 

Ent × 1 回 

ﾀｸﾞ ﾍﾝｺｳ 1.1
SENSOR1

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 

  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

文字の変更・追加が完了し
た場合は、『＋』ボタンを 
1 回押しカーソルを OK に 
あわせます。 
変更する文字がある場合は 
『→』ボタンを押し 
操作を繰返して下さい。 

ﾀｸﾞ ﾍﾝｺｳ       1.1 
SENSOR1 

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

測定画面（省略）

× 2回 Esc 

タグ変更は完了です。
『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

カーソルが OKの位置で
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
タグ変更を決定します。 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR1 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼ 

Ent × 1 回 

メニュー画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘設置設定’を 
選択します。 

【測定画面】

＋ × 1回 又は → × 数回

Ent × 1 回 
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・5-2-2.タグ説明変更 

 最大 16文字の文字を入力することが出来ます。（デフォルト：PULSE-RADAR） 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼ 

ﾀｸﾞｾﾂﾒｲ ﾍﾝｺｳ 1.2
PULSE-RADAR_ 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 

  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

ﾀｸﾞｾﾂﾒｲ ﾍﾝｺｳ 1.2
PULSE-RADAR 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

ﾀｸﾞｾﾂﾒｲ ﾍﾝｺｳ 1.2
PULSE-RADAR_ 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 

  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
変更または追加したい 
文字のカーソルを 
決定します。 

→ × 数回

Ent × 1 回 

→ × 数回 及び ＋ × 数回 

文字入力枠の
@が白黒点滅します。 
『＋』及び『→』 
ボタンで入力文字を 
選択します。 

ﾀｸﾞｾﾂﾒｲ ﾍﾝｺｳ 1.2
PULSE-RADAR_ 

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

入力文字を選択後
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
入力文字を選択後 
文字入力枠の白黒反転 
が消えます。 

文字入力枠 

Ent × 1 回 

ﾀｸﾞｾﾂﾒｲ ﾍﾝｺｳ 1.2
PULSE-RADAR1

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

文字の変更・追加が完了し
た場合は、『＋』ボタンを 
押しカーソルを OK に 
あわせます。 
変更する文字がある場合は 
『→』ボタンを押し 
操作を繰返して下さい。 

ﾀｸﾞｾﾂﾒｲ ﾍﾝｺｳ 1.2
PULSE-RADAR1 

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

測定画面（省略）

× 2回 Esc 

タグ説明変更は完了です。
『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

カーソルが OKの位置で
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
タグ説明変更を 
決定します。 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR1 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼

Ent × 1 回 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼ 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘タグ説明’を 
選択します。 

【測定画面】

タグ説明変更画面が
表示されます。 
『→』ボタンを押す 
ことで、文字を変更 
したい箇所が白黒反転 
します。 
変更または追加したい 
位置にカーソルを 
あわせます。 

設置設定画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘タグ説明’に 
カーソルをあわせます。

メニュー画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘設置設定’を 
選択します。 

＋ × 1回 又は → × 数回 

Ent × 1 回 
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・5-2-3.メッセージ 変更 

  最大 32 文字の文字を入力することが出来ます。（デフォルト：LEVEL METER） 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼ 

ﾒｯｾｰｼﾞ ﾍﾝｺｳ 1.3
LEVEL METER_ 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

Ent × 1 回 

Ent ×1 回 

＋ × 2 回 

ﾒｯｾｰｼﾞ ﾍﾝｺｳ 1.3
LEVEL METER 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

ﾒｯｾｰｼﾞ ﾍﾝｺｳ 1.3
LEVEL METER_ 

 OK 
@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メッセージ変更画面が
表示されます。 
『→』ボタンを押す 
ことで、文字の変更 
したい箇所が白黒反転 
します。 
変更または 
追加したい位置に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを
1 回押し 
変更または追加したい 
文字のカーソルを 
決定します。 

→ × 数回

Ent × 1 回 

→ × 数回 及び ＋ × 数回

文字入力枠の
@が白黒点滅します。 
『＋』及び『→』 
ボタンで入力文字を 
選択します。 

入力文字を選択後
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
入力文字を選択後 
文字入力枠の白黒反転 
が消えます。 

文字入力枠 

Ent × 1 回 

ﾒｯｾｰｼﾞ ﾍﾝｺｳ 1.3
LEVEL METER1

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 

  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

ﾒｯｾｰｼﾞ ﾍﾝｺｳ 1.3
LEVEL METER1

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O

 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

測定画面（省略）

× 2回 Esc 

メッセージ変更は
完了です。 
『Esc』ボタンを 
2 回押すことで 
測定画面に戻ります。 

カーソルが OK の位置で
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メッセージ変更を 
決定します。 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER1 
▼ 

Ent × 1 回 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼ 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘メッセージ’を 
選択します。 

【測定画面】

ﾒｯｾｰｼﾞ ﾍﾝｺｳ 1.3
LEVEL METER_ 

 OK 
 @@ A B C D E F G H I J K L M N O
 P Q R S T U W X Y Z [\] ^_ 
  !“ # $ % & ’()* +,- . /  

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; <=> ?

設置設定画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘メッセージ’に 
カーソルをあわせます。

メニュー画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘設置設定’を 
選択します。 

文字の変更・追加が完了し
た場合は、『＋』ボタンを 
1 回押しカーソルを OK に 
あわせます。 
変更する文字がある場合は 
『→』ボタンを押し 
操作を繰返して下さい。 

＋ × 1回 又は → × 数回 

Ent × 1 回 
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・5-2-4.設置日設定 

レベル計の設置日を設定することができます。 

(デフォト：2018/01/01) 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
1.ﾀｸﾞ=SENSOR 
2.ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ 

     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
▼

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 3 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 設定する日付に変更後

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
設置日を決定します。 

Ent × 1 回 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
    =LEVEL METER 
 4.ｾｯﾁﾋﾞ 
    =2018/01/01  
▼ 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘設置日’を 
選択します。 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ  
     =LEVEL METER 
 4.ｾｯﾁﾋﾞ 
    =2018/01/01  
▼ 

日付に白黒反転が
表示されます。 
『→』ボタンで変更 
したい値を選択し 
『＋』ボタンで数値を 
変更します。 

→ × 数回 及び ＋ × 数回

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
     =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
     =LEVEL METER 
 4.ｾｯﾁﾋﾞ 
    =2018/09/01  
▼ 

ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 1
    =PULSE-RADAR 
 3.ﾒｯｾｰｼﾞ 
    =LEVEL METER 
 4.ｾｯﾁﾋﾞ 
   =2018/09/01  
▼ 

日付の白黒反転表示が
消え設置日の設定は 
完了です。 
『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

× 2回 Esc 

【測定画面】

設置設定画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
3 回押し 
‘設置日’に 
カーソルをあわせます。

メニュー画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘設置設定’を 
選択します。 
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・5-3.基本設定 
     レベル計の測定に関する基本的な設定の項目です。 

・5-3-1.アプリケーション 
       測定単位、測定対象及び、レベル変化率の設定を行います。 

・5-3-1-1.測定単位 
         レベル計で使用する単位を”m(メートル)”または”ft(フィート)”に 

設定します。 
      ※測定単位の変更は、すべての測定単位に反映されますので注意してください。 

(デフォルト：m) 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘基本設定’に 
カーソルをあわせます。

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

Ent ×1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘基本設定’を 
選択します。 

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

Ent × 1 回 

基本設定画面が
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘アプリケーション’ 
を選択します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
= ﾉｰﾏﾙ<1m/min

Ent × 1 回 

アプリケーション画面が
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘測定単位’を 
選択します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
= ﾉｰﾏﾙ<1m/min

＋ × 1 回 

測定単位が白黒反転表示
されます。 
『＋』ボタンで 
単位を変更します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= ft
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
単位を決定します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= ft 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
= ﾉｰﾏﾙ<1m/min

単位の白黒反転表示が
消え測定単位の設定は 
完了です。 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

× 3回 Esc 

【測定画面】
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・5-3-1-2.測定対象 

      測定対象を“液体”または“粉体”に選択することで、レベル計をより測定の 

しやすいパラメータに変更します。 

（デフォルト：液体） 

※測定対象の変更は、各種パラメータが同時に変更されますので注意してください。

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

＋ × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘基本設定’に 
カーソルをあわせます。

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘基本設定’を 
選択します。 

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

Ent × 1 回 

基本設定画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘アプリケーション’ 
を選択します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ = m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

＋ × 1 回 

『＋』ボタンを
1 回押し 
‘測定対象’に 
カーソルをあわせます。

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘測定対象’を 
選択します。 

＋ × 1 回 

測定対象が白黒反転
表示されます。 
『＋』ボタンで 
対象物を変更します。 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
測定対象を決定します。

測定対象の白黒反転表示
が消え測定単位の設定は 
完了です。 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

× 3回 Esc 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ﾌﾝﾀｲ

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
= ﾉｰﾏﾙ<1m/min

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ﾌﾝﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

【測定画面】

Ent ×1 回 
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・5-3-1-3.レベル変化率 

      測定物のレベル変化率を“ノーマル”または“ファースト”に選択することで、 

レベル計をより測定のしやすいパラメータに変更します。 

※測定対象の変更は、各種パラメータが同時に変更されますので注意してください。 

(デフォルト：ノーマル<1m/min) 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘基本設定’に 
カーソルをあわせます。 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘基本設定’を 
選択します。 

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

Ent × 1 回 

基本設定画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘アプリケーション’ 
を選択します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ = m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

＋ × 2 回 

アプリケーション画面
が表示されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘レベル変化率’に 
カーソルをあわせます。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m  
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
      = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
       = ﾉｰﾏﾙ<1m/min

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘レベル変化率’を 
選択します。 

＋ × 1 回 

レベル変化率が
白黒反転表示されます。 
『＋』ボタンで 
変化率を変更します。 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

レベル変化率を決定 

します。 

レベル変化率の白黒反転 

表示が消えレベル変化率 

の設定は完了です。 

『Esc』ボタンを 

3 回押す事で 

測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

× 3回 Esc 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
     = ﾌｧｰｽﾄ>1m/min

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2.1
1.ｿｸﾃｲﾀﾝｲ= m 
2.ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ 
     = ｴｷﾀｲ 

 3.ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ 
     = ﾌｧｰｽﾄ>1m/min

【測定画面】

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 
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・5-4.測定レンジ・スパン 

     測定レンジ・スパンの設定は、満量時・空量時の距離とパーセントを設定します。 

設定距離はレベル計からの距離となります。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。

メニュー画面が表示 

されます。 

『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘基本設定’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘基本設定’を 
選択します。 

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 2.2
 1.ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     =  1.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =100.00% 
 2.ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 70.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =  0.00% 

ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 2.2
 1.ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 02.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =100.00% 
 2.ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 70.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =  0.00% 

変更後『Ent』ボタンを
1 回押し決定します。 
白黒反転は消え満量設定 
は完了です。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘空量設定’の「キョリ」 
(0％レベル)にカーソルを 
あわせます。 

ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 2.2
 1.ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     =  2.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =100.00% 
 2.ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 70.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =  0.00% 

例)70.000m を 6.00m に
変更します。 
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
数値変更箇所が 
白黒反転表示します。 

ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 2.2
 1.ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 01.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =100.00% 
 2.ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 70.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =  0.00% 

『→』ボタンで変更
したい桁に白黒反転 
カーソルをあわせます。 
例)1.00m を 2.000m に 
変更します。 
『＋』ボタンで数値 
を 1から 2に変更します。

ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 2.2
 1.ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     =  2.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =100.00% 
 2.ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     = 70.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =  0.00% 

『＋』及び『→』
ボタンを押し 70.000m 
を 6.000m に変更します。
変更後『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
白黒反転は消え空量設定
は完了です。 

基本設定画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
カーソルを 
‘測定レンジ・スパン’ 
にあわせます。 

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘測定レンジ・スパン’
を選択します。 

測定レンジ・スパン
画面が表示されます。 
100％レベルを設定 
します。 
‘満量設定’の 
「キョリ」にカーソル 
をあわせ『Ent』ボタン
を 1回押します。 
数値変更箇所が 
白黒反転表示します。 

ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 2.2
 1.ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     =  2.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =100.00% 
 2.ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ 
   ｷｮﾘ     =  6.000m 
   ﾊﾟｰｾﾝﾄ  =  0.00% 

測定レンジ・スパンは
完了です。 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 

→ × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 2 回 

Ent × 1 回 

＋ 及び → × 数回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 
× 3 回 Esc 
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・5-5.ダンピング 

     ダンピング設定は、設定時間を増やすことで、測定のふらつきや急激な指示出力を 

抑制します。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘基本設定’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘基本設定’を 
選択します。 

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

基本設定画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘ダンピング’に 
カーソルをあわせます。

ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 2
1.ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
2.ｿｸﾃｲ ﾚﾝｼﾞ ｽﾊﾟﾝ 

 3.ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘ダンピング’を 
選択します。 

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 2.3

     =  0sec 

ダンピング画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
数値の変更箇所が 
白黒反転します。 

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 2.3

     = 000sec 

例)30sec に変更します。
『＋』及び『→』ボタンを 
押し 0sec を 30sec に変更 
します。 
変更後『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
白黒反転は消え設定完了 
です。 

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 2.3

     = 30sec 

ダンピングの設定は
完了です。 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

＋ × 1 回 

＋ 及び → × 数回 

× 3 回 Esc 
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・5-6.電流出力設定 

    5-6-1.0-100％電流出力選択 

電流出力の設定は 0-100％電流出力選択を設定します。 
            『4-20mA』設定＝100％レベル(上限レベル)が 20mA 
                     0％レベル(下限レベル)が 4mA 

『20-4mA』設定＝100％レベル(上限レベル)が 4mA 
                     0％レベル(下限レベル)が 20mA 

(デフォルト:4-20mA) 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 20-4mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ｺﾃｲ 
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼ 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ   

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘センサー調整’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘センサー調整’を 
選択します。 

ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 3
1.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｯﾃｲ  
2.ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 4-20mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ｺﾃｲ 
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼ 

センサー調整画面が
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘電流出力設定’を 
選択します。 

電流出力設定画面が
表示れます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘0-100%電流出力選択’
を選択します。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 4-20mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ｺﾃｲ 
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼ 

例)20-4mA に変更します。
『＋』ボタンを押し 
選択したい設定に変更 
します。 
変更後は『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
決定後、白黒反転は 
消えます。 

0-100%電流出力選択の
設定は完了です。 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 2 回 

＋ × 1 回 

× 3 回 Esc 
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   ・5-6-2.警報出力 
警報時の出力電流値を設定します。 

       警報電流値選択：警報電流値選択は反射エコーを見失った状態やその他の原因により 
計測が出来なくなった場合、出力する電流値を選択する設定項目です。 

選択項目＝「ホールド」「任意」「Max」「Min」 
・ホールド：計測できなくなる前の測定出力を保持します。 
・Max   ：Max 警報電流値選択で設定した値を出力します。 
・Min   ：Min 警報電流値選択で設定した値を出力します。 
・任意  ：任意警報電流値で設定した値を出力します。 

       Max 警報電流値選択：警報電流値選択で「Max」を設定した場合有効となります。 
                 選択項目＝「20mA」「20.5mA」「22mA」 
       Min 警報電流値選択：警報電流値選択で「Min」を設定した場合有効となります。 
                 選択項目＝「4mA」「<3.6mA」「3.8mA」(レベル計 Ver2.0 以上) 
            選択項目＝「4mA」「3.6mA」「3.8mA」(上記以外) 

任意警報電流値：警報電流値選択で「任意」を設定した場合有効となります。 
        設定範囲＝3.55mA～22.0mA(レベル計 Ver2.0 以上) 

設定範囲＝3.55mA～22.0mA(上記以外) 
       ※警報出力は、複数選択は出来ません。警報電流値選択で設定した項目のみ有効と 

なります。 

。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ   

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘センサー調整’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘センサー調整’を 
選択します。 

ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 3
1.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｯﾃｲ  
2.ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 20-4mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ﾎｰﾙﾄﾞ 
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼ 

センサー調整画面が
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘電流出力設定’を 
選択します。 

電流出力設定画面が
表示れます。 
例)警報出力値を 22mA に
設定します。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘警報電流値選択’を 
選択します。 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 ＋ × 2 回 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 20-4mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ﾎｰﾙﾄﾞ 
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼ 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘警報電流値選択’を 
選択します。 
変更箇所が白黒反転 
します。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 20-4mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ﾎｰﾙﾄﾞ
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼ 

＋ × 数回 

『＋』ボタンを
1 回押し 
選択項目を任意に 
変更します。 
変更後『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
白黒反転は消え警報 
電流値選択は完了です。

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
1.0-100% ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ 
  ｾﾝﾀｸ = 20-4mA 
2.ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ ｾﾝﾀｸ 

= ﾆﾝｲ 
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
▼

『＋』ボタンを
3 回押し 
‘任意警報電流値’に 
カーソルをあわせます。

次のページに続く 

＋ × 3 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 
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警報電流値の設定は
完了です。 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。

測定画面（省略）

× 3回 Esc 

前のページのつづき 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
4.Min ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
  ｾﾝﾀｸ =  4mA 
5.ﾆﾝｲ ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
     = 22mA 
▼ 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘任意警報電流値’を 
選択します。 
数値の変更箇所が 
白黒反転します。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
4.Min ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
  ｾﾝﾀｸ =  4mA 
5.ﾆﾝｲ ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
     = 22mA 
▼ 

Ent ×1 回 

例)22mA から 20mA に設定
します。 
『＋』及び『→』ボタン 
を押し 22mA を 20mA に 
変更します。変更後は 
『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
決定後、白黒反転は消えます。

＋ 及び → × 数回 

Ent × 1 回 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ 3.1
3.Max ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
   ｾﾝﾀｸ = 20mA 
4.Min ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
  ｾﾝﾀｸ =  4mA 
5.ﾆﾝｲ ｹｲﾎｳ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
     = 20mA 
▼ 
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・5-7.エコー学習 

     タンク内等の妨害反射《偽エコー／ノイズエコー》にマスクを行い、妨害反射への誤指示を 
防止する設定です。 

   重要：エコー学習の設定は、レベル計からマスクする距離を入力しますが、入力の際レベル計と 
マスクする距離の間に粉面や液面からの真エコーの反射がある場合、その真エコーまでも 
マスクします。 
このため、マスクする距離を入力する場合には、レベル計とマスクする距離の間に 

      真エコー（粉面や液面）が無い状態で設定して下さい。 
      尚、入力距離マイナス１ｍの範囲でマスクされます。

! 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示さます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘センサー調整’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘センサー調整’を 
選択します。 

ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 3
1.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｯﾃｲ  
2.ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ 

センサー調整画面が
表示されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘測定調整’に 
カーソルをあわせる。 

ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 3
1.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｯﾃｲ  
2.ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘測定調整’を 
選択します。 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  0.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =－ 
 OK 

エコー学習画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
変更箇所が白黒反転 
します。 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  _0.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =－ 
 OK 

例)2.00m に設定します。
『＋』及び『→』ボタン
を押し 0.00m を 2.00m に
変更します。変更後は 
『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
決定後、白黒反転は消え
ます。 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =   2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =－ 
 OK 

次のページに続く 

『＋』ボタンを
1 回押し 
‘実行’にカーソルを 
あわせます。 

Ent × 1 回 

＋ × 2 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ 及び → × 数回 

＋ × 1 回 

ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ 3.2
 1.ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 
 2.TW ﾁｮｳｾｲ 

測定調整画面が
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘エコー学習’を 
選択します。 

Ent × 1 回 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =－ 
 OK 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
実行内容を選択します。

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =－
 OK 

「－」表示が白黒反転
します。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘更新’に変更します。 

Ent × 1 回 

＋ × 2 回 
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ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =ｺｳｼﾝ
 OK 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘更新’を選択します。 
決定後、白黒反転は 
消えます。 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =ｺｳｼﾝ 
 OK 

学習を実行するために
『＋』ボタンを 
1 回押し 
「OK」にカーソルを 
あわせます。 

前のページのつづき 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =ｺｳｼﾝ 
 OK 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
学習を実行します。 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =ｺｳｼﾝ 
 OK 

＿  ｴｺｰｶﾞｸｼｭｳﾁｭｳ ＿＿

学習を実行すると
画面の下にエコー学習中の
表示が点滅します。 

ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 3.2.1
 ｷｮﾘ    =  2.00m 
 ｼﾞｯｺｳ  =ｺｳｼﾝ 
 OK 

学習が終了すると
画面の下のエコー学習中の
表示が消えます。 
エコー学習の設定は完了 
です。 
『Esc』ボタンを 
4 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

・エコー学習の内容について 

実行内容の項目には次の３種類があります。 

【クリア／更新／追加】 

クリア ：学習データの消去 

     入力された全ての学習データを消去 

します。 

更新  ：学習データの更新 

     既に入力されている学習データを一度 

消去し、新たに学習データを更新 

します。 

追加  ：学習データの追加 

     既に入力されている学習データは 

消去せず、新たな学習データを 

追加します。 

× 4 回 Esc 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 
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TW ﾁｮｳｾｲ 3.2.2
ｼｭﾄﾞｳ TW 
ｷｮﾘ   ＝  0.000m 

 OK 

TW ﾁｮｳｾｲ 3.2.2
ｼｭﾄﾞｳ TW 

 ｷｮﾘ   ＝ 00.000m 
 OK 

TW ﾁｮｳｾｲ 3.2.2
ｼｭﾄﾞｳ TW 

 ｷｮﾘ   ＝  2.000m 
 OK 

TW ﾁｮｳｾｲ 3.2.2
ｼｭﾄﾞｳ TW 

 ｷｮﾘ   ＝  2.000m 
 OK 

TW ﾁｮｳｾｲ 3.2.2
ｼｭﾄﾞｳ TW 

 ｷｮﾘ   ＝  2.000m 
 OK 

    ﾂｳｼﾝﾁｭｳ     

TW ﾁｮｳｾｲ 3.2.2
ｼｭﾄﾞｳ TW 
ｷｮﾘ   ＝  2.000m 

 OK 

・5-8.TW 調整 
TW（Time Window）を設定することにより、TW 外にピークが移動しても一時的に TW 内の 
ピーク値を保持します。 
（アプリケーション＞レベル変化率＝ファースト＞1m/min のとき使用します。） 
本調整では TWが正しい指示を指していない場合、手動で正しい距離に TWを移動させます。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを
1 回押し 
メニュー画面を 
表示されます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘センサー調整’に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘センサー調整’を 
選択します。 

ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 3
1.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｯﾃｲ  
2.ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ

センサー調整画面が
表示されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘測定調整’に 
カーソルをあわせます。 

ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 3
1.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｯﾃｲ  
2.ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘測定調整‘を 
選択します。 

ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ 3.2
 1.ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 
 2.TW ﾁｮｳｾｲ 

測定調整画面が
表示されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘TW 調整’に 
カーソルをあわせます。

Ent × 1 回 

＋ × 2 回 

Ent × 1 回 

＋ ×1 回 

Ent × 1 回 

TW 調整画面が表示
されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押します。 
変更箇所が白黒反転 
します。 

例)2.000m に設定します。
『＋』及び『→』ボタン 
を押し 0.00m を 2.00m に 
変更します。変更後は 
『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
決定後、白黒反転は 
消えます。 

距離決定後
『＋』ボタンを 
1 回押し「OK」に 
カーソルをあわせます。

Ent ×1 回 

Ent × 1 回 

＋ 及び → × 数回 

＋ × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
手動 TW を実行します。

Ent × 1 回 

ｿｸﾃｲﾁｮｳｾｲ 3.2
 1.ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ 
 2.TW ﾁｮｳｾｲ 

＋ × 1 回 

『Ent』ボタンを
1 回押し 
‘TW 調整’ 
を選択します。 

Ent × 1 回 

手動 TW を実行すると
画面の下に通信中の 
表示が点滅します。 

測定画面（省略）

× 4回 Esc 

通信が終了すると画面の
下の通信中の表示が消え
ます。TW調整は完了です。
『Esc』ボタンを 
4 回押す事で 
測定画面に戻ります。 
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4.1

0

dB
200

100

70

D= 20.000m

m35

4.1

0

dB
200

100

60

D= 20.000m

m30

4.1

0

dB
100

50

60

D= 20.000m

m30

ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 4
ｶｰﾌﾞ ｾﾝﾀｸ 
 1.ｴｺｰｶｰﾌﾞ(EC) 
 2.ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ 
     ＋ EC ＋TW 

4.1

0

dB
200

100

70

D= 20.000m

m35

・６．グラフ表示  
測定中のエコーカーブまたは、エコーディテクションカーブ＋EC＋TW を表示することができます。 

波形は自動的に更新します。 

・エコーカーブ      ：反射波（EC） 

・エコーディテクションカーブ＋EC＋TW ：抑制波形（EDC）＋反射波(EC)＋タイムウィンド(TW) 

6-1.エコーカーブ (EC) 

現在測定中のエコーカーブを表示します。 

※本画面は自動的に測定画面へ移行しませんので注意ください。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示 

されます。 

『＋』ボタンを 
3 回押し 
‘グラフ表示’に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘グラフ表示’を 
選択します。 

Ent × 1 回 

＋ × 3 回 

Ent × 1 回 

測定中のエコーカーブ 

が表示されます。 

測定距離 

 測定ライン 

エコーカーブ 

グラフ表示画面が 
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘エコーカーブ(EC)’ 
を選択します。 

Ent × 1 回 

『→』ボタンを押す度に 

X 軸の最大距離を変更 

することができます。 

選択内容 

測定単位[m]：70→60→ 

50→40→30→20→15→ 

10→70… 

測定単位[ft]：230→ 

200→170→130→100→ 

50→30→230… 

例)『→』ボタンを 

1 回押し 

X 軸の表示 70m を 60m に 

変更します。 
→ × 1 回 

＋ × 1 回 

『＋』ボタンを押す度に 
Y 軸の最大値を変更する 
ことができます。 
選択内容 
測定単位[dB]:200→100 
→200… 

例)『＋』ボタンを 

1 回押し 

Y 軸の表示 200dB を 100dB

に変更します。 

測定画面（省略）

× 3回 Esc 

エコーカーブの確認後 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

D 

D 

D 

D 
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ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 4
ｶｰﾌﾞ ｾﾝﾀｸ 
 1.ｴｺｰｶｰﾌﾞ(EC) 
 2.ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ 
     ＋ EC ＋TW 

4.1

0

dB

200

100

70

D= 20.000m

m35

TW

4.1

0

dB

200

100

60

D= 20.000m

m30

TW

4.1

0

dB

100

50

60

D= 20.000m

m30

TW

4.1

0

dB

200

100

70

D= 20.000m

m35

TW

ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 4
ｶｰﾌﾞ ｾﾝﾀｸ 
 1.ｴｺｰｶｰﾌﾞ(EC) 
 2.ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ 
     ＋ EC ＋TW 

6-2.エコーディテクションカーブ ＋ EC ＋ TW 

現在測定中のエコーカーブとエコーディテクションカーブ、TWを同時に表示します。 

※本画面は自動的に測定画面へ移行しませんので注意ください。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示
されます。 
『＋』ボタンを 
3 回押し 
カーソルを 
‘グラフ表示’に 
あわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘グラフ表示’を
選択します。 

Ent × 1 回 

＋ × 3 回 

Ent × 1 回 

ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ 

＋EC+TW が 

表示されます。 

TW(ﾀｲﾑｳｨﾝﾄﾞｳ) 

ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ

ｴｺｰｶｰﾌﾞ 

『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ 
＋EC+TW’に 
カーソルをあわせます。 

＋ × 1 回 

『→』ボタンを押す度に 

X 軸の最大距離を変更 

することができます。 

選択内容 

測定単位[m]：70→60→ 

50→40→30→20→15→ 

10→70… 

測定単位[ft]：230→ 

200→170→130→100→ 

50→30→230… 

例)『→』ボタンを 

1 回押し 

X 軸の表示 70m を 60m に 

変更します。 
→ × 1 回 

＋ × 1 回 

『＋』ボタンを押す度 
に Y軸の最大値を変更 
することができます。 
選択内容 
測定単位[dB]:200→100 
→200… 

例)『＋』ボタンを 

1 回押し 

Y 軸の表示 200dB を 100dB

に変更します。 

測定画面（省略）

× 3回 Esc 

エコーディテクション 
カーブ＋EC＋TWの確認後
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘ｴｺｰﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ
＋EC+TW’を 
選択します。 

Ent × 1 回 

D 

D 

D 

D 
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異常がある場合 

診断後レベル計に異常がある場合は 

シンダンケッカの下に《NG EXXXX》の 

エラーコードが表示されます。 

レベル計に異常がある場合、通常セルフテストを

実行しなくてもエラーコードは表示されます。 

エラーコードの内容については 

15.トラブルシューティングを参照下さい(P36)。

ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 5

OK 
＿＿＿ｼﾝﾀﾞﾝﾁｭｳ＿＿＿＿ 

ｼﾝﾀﾞﾝｹｯｶ 

ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 5

OK 

ｼﾝﾀﾞﾝｹｯｶ 
 OK 

ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 5

OK 

ｼﾝﾀﾞﾝｹｯｶ 
 NG  EXXXX 

ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 5

OK 

ｼﾝﾀﾞﾝｹｯｶ 

・７．セルフテスト  

レベル計本体の自己診断を行い、レベル計に異常がある場合はエラーコードでエラー内容を 

表示します。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示 
されます。 
『＋』ボタンを 
4 回押し 
‘セルフテスト’に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘セルフテスト’を 
選択します。 

Ent × 1 回 

＋ × 4 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

セルフテスト画面が 
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
セルフテストを 
実行します。 

セルフテストを 
実行すると画面中央に 
診断中の表示が 
点滅します。 

Esc × 2 回 

診断が終了すると画面の 
下の診断中の表示が消え 
診断結果が表示されます。
正常な場合は OK が表示さ
れます。セルフテストは 
完了です。 
『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

エラーコード 
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・８.リセット 
   設定値をデフォルト値(初期値)に戻したり、再計測する際に使用する項目です。 

【測定リセット   ：Measuring reset】設定値は変更せず再計測を行います。 
【パラメータリセット：Parameter reset】設定値をデフォルト設定値に戻します。 

【工場リセット   ：Factory reset】 設定値を工場出荷時の設定に戻します。 

重要：パラメータリセット（Parameter reset）について

      ・パラメータリセットを実行すると、各種設定値は機器のデフォルト値に戻ります。 
       このため、リセットする前に現在設定されている設定値を記録して下さい。 
      ・オプション品の調整用ソフトウェアを使用し、手動ノイズ抑制の設定値は 

リセットされますが、エコーの学習設定で実施した設定は、リセットを実施して 
も消えませんのでご注意下さい。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

『Ent』ボタンを 
１回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
5 回押し 
‘リセット’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘リセット’を 
選択します。 

リセット画面が表示 
されます。 
例)パラメータリセット
を行います。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
実行内容の表示が 
白黒反転します。 

! 

ﾘｾｯﾄ 6
ﾘｾｯﾄ  
 ｼﾞｯｺｳ 
 =－
 OK 

『＋』ボタンを 
2 回押し 
パラメータリセットを 
表示させます。 
選択後、『Ent』ボタンを
1 回押し決定します。 
決定後、白黒反転は 
消えます。 

ﾘｾｯﾄ 6
ﾘｾｯﾄ  
 ｼﾞｯｺｳ 
 =ﾊﾟﾗﾒｰﾀ_ﾘｾｯﾄ 
 OK 

決定後、実行するため 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
「OK」にカーソルを 
移動させます。 

ﾘｾｯﾄ 6
ﾘｾｯﾄ  
 ｼﾞｯｺｳ 
 =ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｾｯﾄ 
 OK 

カーソル移動後 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
リセットを実行させます。 

ﾘｾｯﾄ 6
ﾘｾｯﾄ  
 ｼﾞｯｺｳ 
 =－ 
 OK 
    ﾂｳｼﾝﾁｭｳ     

リセットを実行すると 
画面の下に通信中の 
表示が点滅します。 

ﾘｾｯﾄ 6
ﾘｾｯﾄ  
 ｼﾞｯｺｳ 
 =－ 
 OK 

リセットが完了すると 
画面の下の通信中の 
表示が消えます。 
リセットは完了です。 
『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

Ent × 1 回 

＋ × 5 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 2 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 

Esc × 2 回 

ﾘｾｯﾄ 6
ﾘｾｯﾄ ｾﾝﾀｸ 
 ｼﾞｯｺｳ 
 =－ 
 OK 
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・９．電流出力テスト 
レベル計から模擬的に任意の電流出力を行います。ループチェック等で使用します。 

 (レベル入力範囲：-10.00％～+110.00％、 
電流値入力範囲：3.55(3.60:レベル計 Ver2.0 未満)mA～22.00mA) 
重要：テスト中は『Esc』ボタンを押さない限り、距離測定には戻りませんのでご注意下さい。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が表示 
されます。 
『＋』ボタンを 
6 回押し 
‘電流出力テスト’に 
カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘電流出力テスト’を 
選択します。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 7
 ﾊﾟｰｾﾝﾄ    =100.00％ 
 ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ   = 20.000mA 
 OK 

 ｼｭﾂﾘｮｸﾁ  =      ％ 
       =      mA 

電流出力テスト画面が 
表示されます。 
例) 50％の模擬出力を 
行います。 
『Ent』ボタンを 
1 回押すと 
変更箇所が白黒反転 
します。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 7
 ﾊﾟｰｾﾝﾄ    =100.00％ 
 ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ   = 20.000mA 
 OK 

 ｼｭﾂﾘｮｸﾁ  =      ％ 
       =      mA 

『＋』及び『→』 
ボタンを押し 100％を 
50％に変更します。 
『Ent』ボタンを 
1 回押し決定します。 
決定後、白黒反転は 
消えます。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 7
 ﾊﾟｰｾﾝﾄ    =  50.00％ 
 ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ   =  12.000mA 
 OK 

 ｼｭﾂﾘｮｸﾁ  =      ％ 
       =      mA 

模擬出力％決定後自動的 
に模擬電流出力値も決定 
％の電流値に換わります。
実際に模擬出力するため 
に『＋』ボタンを 
2 回押し 
「OK」にカーソルを 
移動させます。 

＋ × 数回 → 及び 

ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 7
 ﾊﾟｰｾﾝﾄ    =  50.00％ 
 ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ   =  12.000mA 
 OK 
＿＿＿ ﾃｽﾄﾁｭｳ＿    
 ｼｭﾂﾘｮｸﾁ  =      ％ 
       =      mA 

カーソル移動後 
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
模擬出力を実行させます。 
実行すると「OK」の下に 
テスト中の表示が点滅し 
テスト中下に実際に模擬 
出力する％及び mA が表示 
されます。 

ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 7
 ﾊﾟｰｾﾝﾄ    = 50.00％ 
 ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ   =  12.000mA 
 OK 
＿＿ ＿ﾃｽﾄﾁｭｳ＿    
 ｼｭﾂﾘｮｸﾁ  = 50.00 ％ 
          = 12.00 mA 

模擬出力中はテスト中が 
点滅します。 
模擬出力を中断する場合 
『Esc』ボタンを 
1回押す事で中断できます。
パーセント又は電流値の 
数値を変更する事で、 
続けて模擬出力をする 
ことが可能です。 
模擬出力テスト終了後 
『Esc』ボタンを 
3 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

! 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 6 回 

＋ × 2 回 

Esc × 3 回 
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・１０．HART 通信設定 
HART 通信のポーリングアドレスとプリアンブル数を設定する項目です。 

10-1.ポーリングアドレス 

     HART 通信のポーリングアドレスを設定します。 

（デフォルト：0、入力範囲：0 ～ 63 ） 

重要：アドレスは「０」で固定です。 

        この設定はマルチドロップモード以外はデフォルト値から変更する必要は 

ありません。意味無く数値が変更されている場合はデフォルト値に戻して下さい。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
 8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
7 回押し 
‘HART 通信設定’に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘HART 通信設定’を 
選択します。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
 3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
            =  ﾑｺｳ 

ポーリングアドレスは
変更する必要がありま 
せん。 
意味無く数値が変更 
されている場合は 
『→』と『＋』ボタン 
で 0に戻して下さい。 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 7 回 

! 

Ent × 1 回 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       = 00 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

            =  ﾑｺｳ 

→ × 数回 ＋ 及び 

HART 通信設定画面が 
表示されます。 
『Ent』ボタンを 
1 回押すと 
数値の変更箇所が 
白黒反転します。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

            =  ﾑｺｳ 

測定画面（省略）

Esc × 2 回 

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

Ent × 1 回 
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10-2.プリアンブル数 

    HART 通信の通信状態の設定をします。 

（デフォルト：5、入力範囲：5 ～ 20 ） 

重要：プリアンブル数は「５」で固定です。 

        この設定はデフォルト値から変更する必要はありません。 

意味無く数値が変更されている場合はデフォルト値に戻して下さい。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 

 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ

▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
7 回押し 
‘HART 通信設定’に 
カーソルをにあわせる。

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘HART 通信設定’を 
選択します。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

=  ﾑｺｳ

プリアンブル数は変更 
する必要がありません。 
意味無く数値が変更 
されている場合は 
『→』と『＋』ボタン 
で 5に戻して下さい。 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 7 回 

! 

＋ × 1 回 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

=  ﾑｺｳ

→ × 数回 ＋ 及び 

HART 通信設定画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
1 回押し 
‘プリアンブル数’に 
カーソルをあわせます。

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

            =  ﾑｺｳ 

測定画面（省略）

Esc × 2 回 

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘プリアンブル数’を 
選択します。 
選択後、数値の 
変更箇所が白黒反転 
します。

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      = 05 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

=  ﾑｺｳ

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 
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 10-3.マルチドロップモード ※レベル計 Ver2.0 以上の機能になります

    マルチドロップモードの有効/無効の設定をします。 

（デフォルト：無効） 

重要：マルチドロップモード時は 9.電流出力テスト、5-6.電流出力設定は設定できません 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 

 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ

▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
7 回押し 
‘HART 通信設定’に 
カーソルをにあわせる。

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘HART 通信設定’を 
選択します。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

=  ﾑｺｳ

マルチドロップモード 
設定時は‘ﾕｳｺｳ’ 
それ以外は‘ﾑｺｳ’を 
選択してください。 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 7 回 

＋ × 2 回 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

= ﾑｺｳ

HART 通信設定画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
2 回押し 
‘ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ’に 
カーソルをあわせます。

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

            =  ﾑｺｳ 

測定画面（省略）

Esc × 2 回 

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ’を 
選択します。 
選択後、有効/無効の 
変更箇所が白黒反転 
します。

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

= ﾑｺｳ

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

× 数回 ＋ 

! 
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 10-4.ダイナミック変数設定 ※レベル計 Ver2.0 以上の機能になります

    各ダイナミック変数の距離/レベル距離/レベル％の設定をします。 

（デフォルト：PV=距離、SV=レベル距離、TV=レベル％、QVは非選択） 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 

 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ

▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
7 回押し 
‘HART 通信設定’に 
カーソルをにあわせる。

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘HART 通信設定’を 
選択します。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 1.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ 
       =  0 
 2.ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ ｽｳ 
      =  5 
3.ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

=  ﾑｺｳ

距離/レベル距離/レベ
ル％において 
希望する設定を選択して 
ください 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 7 回 

＋ × 3 回 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 4.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾍﾝｽｳ 
    PV =  ｷｮﾘ
      SV =  ﾚﾍﾞﾙｷｮﾘ 
   TV =  ﾚﾍﾞﾙ% 

 QV =  -

HART 通信設定画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
3 回押し 
次画面にうつります 

測定画面（省略）

Esc × 2 回 

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

ダイナミック変数設定
画面が表示されます。 
PV を変更したい場合は
『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘PV’を選択します。 
選択後、変更箇所が白
黒反転します。 

Ent × 1 回 

× 数回 ＋ 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 4.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾍﾝｽｳ 
    PV =  ﾚﾍﾞﾙ%
      SV =  ﾚﾍﾞﾙｷｮﾘ 
   TV =  ﾚﾍﾞﾙ% 

  QV =  -

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 4.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾍﾝｽｳ 
    PV =  ﾚﾍﾞﾙ% 
      SV =  ﾚﾍﾞﾙｷｮﾘ 
   TV =  ﾚﾍﾞﾙ% 

 QV =  -

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

× 数回 ＋ 

『Ent』ボタンを 
1 回押す事で 
‘PV’選択が決定され、 
SV/TV/QV が選択可能にな
ります。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 4.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾍﾝｽｳ 
    PV =  ﾚﾍﾞﾙ% 
      SV =  ﾚﾍﾞﾙｷｮﾘ 
   TV =  ﾚﾍﾞﾙ%

 QV =  -

PV 選 択 時と同 様に
SV/TV/QV を変更したい
場合は該当箇所まで
『＋』ボタンを押し、 
『Ent』ボタンを 
1 回押すことで選択で
きます。 

HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 8
 4.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾍﾝｽｳ 
    PV =  ﾚﾍﾞﾙ% 
      SV =  ﾚﾍﾞﾙｷｮﾘ 
   TV =  ｷｮﾘ 

 QV =  -

『Ent』ボタンを 
1 回押す事で 
選択が有効となります。 

選択後、変更箇所が白
黒反転します。 
希望する設定を選択し
てください。 

Ent × 1 回 
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・１１．センサー情報 
   レベル計に現在設定されている「製造元」「型式」「シリアル番号」「ファームウェア Ver.」 

「オーダー番号」「工場調整日」を確認する項目です。 
確認項目のため設定の変更はできません。 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

ﾒﾆｭｰ 0
4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 

 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
 8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ
 9.ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 
▼

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
8 回押し 
9.センサー情報に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
9.センサー情報を 
選択します。 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 8 回 

ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 9
ｾｲｿﾞｳﾓﾄ 

   = Matsushima 
 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 
     = MWLM-PR26 
 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ
   = 1 
▼

センサー情報画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
数回押し 
センサー情報を 
確認できます。 

ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 9
ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

   = 1.00 
 ｵｰﾀﾞｰﾅﾝﾊﾞｰ 
     =  
 ｺｳｼﾞｮｳﾁｮｳｾｲﾋﾞ
   = 2010/01/01 
▼

＋ × 数回 

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面（省略）

Esc × 2 回 
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・１２．ディスプレイ 

測定画面の表示、言語、バックライト及び、コントラストを変更する項目です。 

 ・12-1.言語 

  Graphic COM4 で表現する言語(英語または日本語(カナ))を設定する項目です。 

  (デフォルト値：日本語) 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞ 
     = ｴｲｺﾞ
2.ﾋｮｳｼﾞ ﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0 
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

ﾒﾆｭｰ 0
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
 8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ
 9.ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 
10.ﾃﾞｼﾞｽﾌﾟﾚｲ 

▼

Display    10
1.Languade 

           = English   
2.Indication value 

           = Distance 
3.Backlight 

= Auto 

測定画面（省略）

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

メニュー画面を 

表示させます。 

メニュー画面が 

表示されます。 

『＋』ボタンを 

9 回押し 

‘ディスプレイ’に 

カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

‘ディスプレイ’を 

選択します。 

ディスプレイ画面が 

表示されます。 

例)表示を日本語から 

英語に変更します。 

『Ent』ボタンを 
1 回押す事で 
変更箇所が白黒反転 
表示します。 

『＋』ボタンを 

1 回押し 

日本語を英語に 

変更します。 

言語設定は完了です。 

『Esc』ボタンを 

2 回押す事で 

測定画面に戻します。 

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

言語選択を英語に 

決定します。 

決定後、白黒反転は 

消えます。 

Ent × 1 回 

＋ × 9 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Ent × 1 回 

Esc × 2 回 

【測定画面】

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞ ﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ
2.ﾋｮｳｼﾞ ﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

Ent × 1 回 
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・12-2.表示 

 測定画面の表示を「距離」「レベルディスタンス」「レベル％」及び「電流値」から選択すること 

ができます。(デフォルト：距離) 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

ﾒﾆｭｰ 0
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
 8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ
 9.ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 
10.ﾃﾞｼﾞｽﾌﾟﾚｲ 

▼

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 9 回 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
9 回押し 
‘ディスプレイ’に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘ディスプレイ’を 
選択します。 

ディスプレイ画面が 
表示されます。 
例) 測定画面の表示を 
距離から電流値に 
変更します。 

『＋』ボタンを 

1 回押し 

‘表示値’に 

カーソルをあわせます。

＋ × 3 回 

変更後は『Ent』ボタンを

1 回押し決定します。 

決定後、白黒反転は 

消えます。

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面の表示が 

「距離」から「電流値」に

変更されます。 

Ent × 1 回 

Esc × 2 回 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

６．７８９mA 

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 

『Ent』ボタンを 

1 回押すと表示値の変更 

箇所が白黒反転します。

『＋』ボタンを 

3 回押し 

カーソルを電流値に 
あわせます。 

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

‘表示値’を 

選択します。 

＋ × 1 回 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 
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・12-3.バックライト 

 バックライト制御を「自動」「ON」「OFF」から選択することができます。(デフォルト：自動) 

重要：レベル計 Ver2.0 未満に接続した場合は「自動」設定となるため変更できません。 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = OFF 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = OFF

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

ﾒﾆｭｰ 0
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
 8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ
 9.ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 
10.ﾃﾞｼﾞｽﾌﾟﾚｲ 

▼

ﾒﾆｭｰ 0
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

【測定画面】 

Ent × 1 回 

Ent × 1 回 

＋ × 9 回 

Ent × 1 回 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
メニュー画面を 
表示させます。 

メニュー画面が 
表示されます。 
『＋』ボタンを 
9 回押し 
‘ディスプレイ’に 
カーソルをあわせます。 

『Ent』ボタンを 
1 回押し 
‘ディスプレイ’を 
選択します。 

ディスプレイ画面が 
表示されます。 
例) バックライト制御を
自動から OFF に 
変更します。 

『＋』ボタンを 

2 回押し 

‘バックライト’に 

カーソルをあわせます。

＋ × 2 回 

変更後は『Ent』ボタンを

1 回押し決定します。 

決定後、白黒反転は 

消えます。

『Esc』ボタンを 
2 回押す事で 
測定画面に戻ります。 

測定画面の表示が 

「距離」から「電流値」に

変更されます。 

Ent × 1 回 

Esc × 2 回 

１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

６．７８９mA 

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ 

『Ent』ボタンを 

1 回押すと表示値の変更 

箇所が白黒反転します。 

『＋』ボタンを 

2 回押し 

カーソルを OFF に 
あわせます。 

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

‘バックライト’を 

選択します。 

＋ × 2 回 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

! 
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 ・12-4.コントラスト設定  

 画面のコントラストを設定する項目です。(デフォルト値：3) 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
4.ｺﾝﾄﾗｽﾄ

= _3_１２．３４５ｍ 

ｷｮﾘ 

ﾒﾆｭｰ 0 
1.ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ 
2.ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ 

 3.ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ 
 4.ｸﾞﾗﾌ ﾋｮｳｼﾞ 
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
▼

ﾒﾆｭｰ 0
 5.ｾﾙﾌ ﾃｽﾄ 
 6.ﾘｾｯﾄ 
 7.ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｽﾄ 
 8.HART ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ
 9.ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ 
10.ﾃﾞｼﾞｽﾌﾟﾚｲ 

▼

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
1.ｹﾞﾝｺﾞｾﾝﾀｸ 
     = ﾆﾎﾝｺﾞ 
2.ﾋｮｳｼﾞﾁ 

      = ｷｮﾘ 
3.ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
          = ｼﾞﾄﾞｳ 

測定画面（省略）

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

メニュー画面を 

表示させます。 

メニュー画面が 

表示されます。 

『＋』ボタンを 

9 回押し 

‘ディスプレイ’に 

カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

‘ディスプレイ’を 

選択します。 

ディスプレイ画面が 

表示されます。 

『＋』ボタンを 

3 回押し 

‘コントラスト’に 

カーソルをあわせます。

『Ent』ボタンを 

1 回押し 

‘コントラスト’を 

選択します。 

『Ent』ボタンを 

1 回押すと数値の変更 

箇所が白黒反転します。 

『＋』ボタンを押す度に 

数値が増え、コントラスト

が濃くなります。 

コントラスト設定は 

完了です。 

『Esc』ボタンを 

2 回押す事で 

測定画面に戻します。 

『Ent』ボタンを 

1 回押しコントラストを 

決定します。 

決定後、白黒反転は 

消えます。 

Ent × 1 回 

＋ × 9 回 

Ent × 1 回 

＋ × 3 回 

Ent × 1 回 

＋ × 1 回 

Esc × 2 回 

【測定画面】

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
4.ｺﾝﾄﾗｽﾄ

= 4

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 10
4.ｺﾝﾄﾗｽﾄ

= 3
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・１３．パラメータ一覧 
階層 

番号 
パラメータ名 日本語表示 英語表示 範囲 デフォルト 

0 ﾒﾆｭｰ ﾒﾆｭｰ Menu   

1 設置設定 ｾｯﾁ ｾｯﾃｲ Identification 

setting 

1.1 ﾀｸﾞ ﾀｸﾞ Tag 英数字・記号 16文字 SENSOR 

1.2 ﾀｸﾞ説明 ﾀｸﾞ ｾﾂﾒｲ Description 英数字・記号 16文字 PULSE-RADAR 

1.3 ﾒｯｾｰｼﾞ ﾒｯｾｰｼﾞ Message 英数字・記号 32文字 LEVEL METER 

1.4 設置日 ｾｯﾁﾋﾞ Installation day 2010/1/1～2155/12/31 2018/1/1 

2 基本設定 ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ Basic setting － － 

2.1 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ Application － － 

測定単位 ｿｸﾃｲﾀﾝｲ Meas.unit m / ft  m  

測定対象 ｿｸﾃｲﾀｲｼｮｳ Measuring object 液体(Liquid)/粉体(Solid) 液体(Liquid) 

ﾚﾍﾞﾙ変化率 ﾚﾍﾞﾙﾍﾝｶﾘﾂ Level change rate ﾉｰﾏﾙ(Normal)/ﾌｧｰｽﾄ(Fast) Normal 

2.2 測定ﾚﾝｼﾞ・ｽﾊﾟﾝ ｿｸﾃｲﾚﾝｼﾞ・ｽﾊﾟﾝ Meas. range span － － 

満量設定 ﾏﾝﾘｮｳ ｾｯﾃｲ Full setting － － 

距離 ｷｮﾘ Distance 0.000～70.000 (m) 

0.00～229.659 (ft) 

0 (m) 

ﾊﾟｰｾﾝﾄ ﾊﾟｰｾﾝﾄ Percent -10.00～110.00 (%) 100 (%) 

空量設定 ｶﾗﾘｮｳ ｾｯﾃｲ Empty setting   

距離 ｷｮﾘ Distance 0.000～70.000 (m) 

0.000～229.659 (ft) 

70 (m) 

ﾊﾟｰｾﾝﾄ ﾊﾟｰｾﾝﾄ Percent -10.00～110.00 (%) 0 (%) 

2.3 ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ Damping 0～999(s) 0 (s) 

3 ｾﾝｻｰ調整 ｾﾝｻｰ ﾁｮｳｾｲ Sensor adjustment － － 

3.1 電流出力設定 ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾｯﾃｲ Current output Set. － － 

0-100%電流出力選択 0-100 ﾊﾟｰｾﾝﾄ 

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸｾﾝﾀｸ 

Current output Sel. 4-20mA/ 

20-4mA 

4-20mA 

警報電流値選択 ｹｲﾎｳﾃﾞﾝﾘｭｳﾁｾﾝﾀｸ Alarm current Sel. Max/Min/Hold/Sel. Val. Hold 

Max 警報電流値選択 Max ｹｲﾎｳﾃﾞﾝﾘｭｳﾁｾﾝﾀｸ Max alarm Current 20mA/20.5mA/22mA 22mA 

Min 警報電流値選択 Min ｹｲﾎｳﾃﾞﾝﾘｭｳﾁｾﾝﾀｸ Min alarm Current ・レベル計 Ver2.0 以上 

<3.6mA/3.8mA/4mA 

・上記以外

3.6mA/3.8mA/4mA 

<3.6mA 

3.6mA 

任意警報電流値 ﾆﾝｲ ｹｲﾎｳﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ Sel. alarm Current ・レベル計 Ver2.0 以上 

3.550～22.000(mA) 
・上記以外 

3.600～22.000(mA) 

22.000 (mA) 

3.2 測定調整 ｿｸﾃｲ ﾁｮｳｾｲ Meas. Adjustment － － 

3.2.1 ｴｺｰ学習 ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳ Echo learning ｸﾘｱ(Clear)/追加(Addition)/

更新(Update) 

－ 

ｴｺｰ学習距離 ｴｺｰ ｶﾞｸｼｭｳｷｮﾘ Echo learning dist. ・レベル計 Ver2.0 以上 

0.000～71.000 (m) 

0.000～232.940 (ft) 
・上記以外 

0.000～70.000 (m) 

0.000～229.659 (ft) 

0 (m) 

3.2.2 TW 調整 TW ﾁｮｳｾｲ TW adjustment － － 

手動 TW距離 ｼｭﾄﾞｳ TW ｷｮﾘ Manual TW distance ・レベル計 Ver2.0 以上 

0.000～71.000 (m) 

0.000～232.940 (ft) 
・上記以外 

0.000～70.000 (m) 

0.000～229.659 (ft) 

－ 

4 ｸﾞﾗﾌ表示 ｸﾞﾗﾌﾋｮｳｼﾞ Graph display － － 

4.1 ｴｺｰｶｰﾌﾞ ｴｺｰｶｰﾌﾞ Echo curve － － 

4.2 ﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ+EC+TW ﾃﾞｨﾃｸｼｮﾝｶｰﾌﾞ+EC+TW Detection curve+ EC 

+ TW 

－ － 

5 ｾﾙﾌﾃｽﾄ ｾﾙﾌﾃｽﾄ Self test － － 

6 ﾘｾｯﾄ ﾘｾｯﾄ Reset 測定ﾘｾｯﾄ(Measuring Reset)/

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(Parameter Reset)/ 

工場ﾘｾｯﾄ(Factory Reset) 
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階層 

番号 
パラメータ名 日本語表示 英語表示 範囲 デフォルト 

7 電流出力ﾃｽﾄ ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾃｽﾄ Current output test － － 

ﾊﾟｰｾﾝﾄ出力値 ﾊﾟｰｾﾝﾄｼｭﾂﾘｮｸﾃｽﾄ Test level % value -10.00～110.00 (%) － 

電流出力値 ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ Test current value ・レベル計 Ver2.0 以上 

3.550～22.000 (mA) 
・上記以外 

3.600～22.000 (mA) 

－ 

8 HART 通信設定 HART ﾂｳｼﾝｾｯﾃｲ HART communication － － 

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｱﾄﾞﾚｽ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽ Polling address 0～15 0 

ﾌﾟﾘｱｾﾝﾌﾞﾙ数 ﾌﾟﾘｱｾﾝﾌﾞﾙ ｽｳ Preamble number 5～20 5 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
※レベル計 Ver2.0 以上 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ Multidrop mode 有効(Enable)/無効(Disable) 無効(Disable)

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ変数 
※レベル計 Ver2.0 以上

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ﾍﾝｽｳ Dynamic Variables PV/SV/TV= 

距離(Distance)/ 

ﾚﾍﾞﾙ距離(Level Distace)/ 

ﾚﾍﾞﾙ%(Level%) 

※QV は非選択 

PV=距離 

(Distance)

SV= ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ距離

(Level 

Distace) 

TV=ﾚﾍﾞﾙ% 

(Level%) 

9 ｾﾝｻｰ情報 ｾﾝｻｰ ｼﾞｮｳﾎｳ Sensor information － － 

10 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ Display － － 

言語 ｹﾞﾝｺﾞ Language 英語(English)/ 

日本語(Japanese) 

日本語 

(Japanese) 

表示値 ﾋｮｳｼﾞﾁ Indication value 距離(Distance)/ 

ﾚﾍﾞﾙ(Level)/ 

ﾚﾍﾞﾙ%(Level%)/ 

電流値(Current) 

距離 

(Distance) 

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ Backlight 自動(Auto)/ON/OFF 
※レベル計 Ver2.0 未満の場合は 

自動（Auto）固定

自動(Auto) 

コントラスト ｺﾝﾄﾗｽﾄ Contrast 0～9 3 

※デフォルトはパラメータ・リセットを行った場合の値です。 
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・１４.Graphic COM4 画面系統図



40



41

・１５．トラブルシューティング 

次のような現象が発生した時には、故障と判断される前に準じた項目の確認をお願い致します。 

エラーコードと処理方法 

エラーコード 項目 エラー名称 不具合現象・処置方法 

E8000 

機器異常 

SRAM エラー 

・レベル計本体に異常が発生しています。 

・レベル計本体の電源を OFF→ON してください。 

E4000 EEPROM エラー 

E2000 MIC エラー 

E1000 TRIG エラー 

E0400 チャージエラー 

E0100 ループカレントエラー ・電流値が異常です。 

レベル計本体の電源を OFF→ON してください。 

E0080 

測定異常 

エコー無し ・反射波（エコー）が異常に小さくなっています。 

・アンテナに付着等がないかを確認してください。 

E0008 最小測定リミットオーバー ・反射波（エコー）が最小測定リミットを下回っています。

E0004 最大測定リミットオーバー ・反射波（エコー）が最大測定リミットを上回っています。

E0002 100％オーバー ・反射波（エコー）が上限レンジリミットを上回っています。

E0001 0％オーバー ・反射波（エコー）が下限レンジリミットを下回っています。

E0800 

Warning 

LCD エラー ・レベル計本体に異常が発生しています。 

・レベル計本体の電源を OFF→ON してください。 

E0400 I2C チェックサムエラー ・レベル計‐Graphic COM4 間の通信が異常です。 

・Graphic COM4 が正しく接続しているか確認してください。

E0010 起動中 ・起動中です。エコー検出までお待ちください。 

S.CPU 機器異常 レベル計無応答 ・レベル計 CPU に異常が発生しています。 

S.I2C 
機器異常 

レベル計チェックサム 

エラー 

・レベル計‐Graphic COM4 間の通信が異常です。 

・Graphic COM4 が正しく接続しているか確認してください。

※機器異常、測定異常が発生した場合、波形は変化しても測定距離は変化しません。 

※上記処置を実施しても復旧しない或いは現象が多発する場合には、当社又は当社代理店へ故障内容を 

ご連絡お願い致します。 


